
三重とこわか国体いなべ市実行委員会 

第２回 輸送交通専門委員会 
 

 
 

日時 令和２年２月５日（水）午後３時から 
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次 第 

 

１ 開会 

 

 

２ 事務局長あいさつ   

 

 

３ 委員長あいさつ 

 

 

４ 報告事項 

 (1) 第１号報告 

    三重とこわか国体いなべ市実行委員会輸送交通専門委員会委員の変更 

    について 

 (2) 第２号報告 

    いきいき茨城ゆめ国体の視察報告について 

 (3) 第３号報告 

    三重とこわか国体競技別リハーサル大会の概要について 

 

５ 議事 

 (1) 第１号議案  

    三重とこわか国体いなべ市輸送交通業務実施要項（案）について 

 (2) 第２号議案 

    三重とこわか国体いなべ市消防防災及び警備業務実施要項（案）について 

 

６ その他 

 

 

７ 閉会 



 

 

 
三重とこわか国体いなべ市実行委員会輸送交通専門委員会 委員名簿 

 

  （順不同、敬称略） 
（令和２年２月５日現在） 

職名 所属機関、団体、役職名 氏名 
委員長 いなべ市都市整備部交通政策課課長 小林 治夫 
副委員長 いなべ市建設部管理課課長 太田 東洋 

委員 

三岐鉄道株式会社総務課課長 小林 努 
三重交通株式会社北勢事業所事業所長 井林 信彦 
公益社団法人三重県バス協会専務理事 青木 周二 
一般社団法人三重県タクシー協会北勢支部委員 野呂 孝人 
株式会社ＪＴＢ三重支店支店長 木崎 真樹 
株式会社近畿日本ツーリスト中部四日市支店支店長 前泊 英樹 
三重県桑名建設事務所保全室保全課課長 植村 巧 
三重県桑名地域防災総合事務所地域防災課課長 久保 利晴 
いなべ警察署交通課課長 佐波 紀嗣 
いなべ地区交通安全協会事務局長 伊藤 修治 
いなべ消防署署長 水谷 司 
いなべ消防署北分署分署長 西村 和秀 
いなべ市消防団団長 神谷 清 
いなべ市総務部防災課課長 伊藤 高道 
いなべ市都市整備部都市整備課課長 加藤 政三 
いなべ市建設部建設課課長 二井 弘樹 

 
(18 人) 

 





 
 

 

三重とこわか国体いなべ市実行委員会輸送交通専門委員会委員の変更について 

 

 三重とこわか国体いなベ市実行委員会会則第８条第１項ただし書の規定に基づく

専門委員会委員の変更があったため、次のとおり報告する。 

 

                         （順不同、敬称略） 

 
 

職名 所属機関、団体、役職名 氏 名 前任者 

委員 一般社団法人三重県タクシー協会 
北勢支部委員 野呂 孝人 長野 成司 

委員 株式会社ＪＴＢ三重支店支店長 木崎 真樹 中野 浩明 

委員 
三重県桑名建設事務所保全室保全課 
課長 

植村 巧 板谷 泰男 

委員 いなべ警察署交通課課長 佐波 紀嗣 大市 祐也 

委員 いなべ市総務部防災課課長 伊藤 高道 大川 洋海 
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第７４回国民体育大会
いきいき茨城ゆめ国体

競技：自転車競技（ロード・レース）
会場地：つくば市
開催日：令和元年９月２９日（日）

事務局では、９/２９（日）につくば市で開催さ
れた自転車競技（ロード・レース）の現地視察
を行いました。
１周１１.５kmの周回コースで成年男子、少年
男子、女子の種別が開催されました。
スタート、ゴール付近の沿道やメイン会場は
沢山の観客で盛り上がっていました。

スタート

少年男子のスタート前の様子。

ゴール

多くの観客が集まる成年男子
のゴール前５０ｍの様子。

表彰式

成年男子の表彰式の様子。

休憩所

おもてなしコーナーには、
誰もが利用できる休憩所を
設置。

無料ドリンクコーナー

会場に来場されたみなさん
に一日を通して無料で提供。

ふるまい

地域団体等が準備した手作り
の食べ物を数量限定で無料で
提供。

受付案内

係員（市職員）と補助員（ボラ
ンティア）で業務を行う受付案
内所。

環境美化

常に会場内を巡回し環境美
化の業務を行う補助員（ボ
ランティア）。

輸送交通

最寄り駅と会場を繋ぐシャトル
バス。

ご当地ラーメン
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第７４回国民体育大会
いきいき茨城ゆめ国体

競技：ハンドボール競技
会場地：守谷市、常総市、坂東市
開催日：令和元年10月３日～７日

事務局では、１０/４（金）から10/6（日）まで現地視察
を行いました。
守谷市、常総市、坂東市の３市共催で、成年男子・女子、
少年男子・女子の４種別が５会場で開催されました。
会場のレイアウトや競技会係員、補助員の配置及び業
務内容を確認しました。

種別表彰式

成年女子表彰式の様子。
三重国体では三重県代表の
入賞を期待します。

競技会場 （岩井高校）

5会場のうち、２会場が地元
高校の体育館で開催。

選手ドリンクコーナー

試合前や試合後の選手に無
料で提供。

無料ドリンクコーナー

会場に来場されたみなさん
に一日を通して無料で提供。

ふるまい

地域団体等が準備した手作り
の食べ物を数量限定で無料で
提供。

休憩所

おもてなしコーナーには、
誰もが利用できる休憩テン
トを設置。

弁当係

競技役員、競技補助員、競技会
補助員、選手・監督の弁当を配
布・回収。

受付案内

役員、報道員、視察員等の
受付や会場案内。

選手受付

チームの受付、選手控所や
競技会場の案内。



三重とこわか国体競技別リハーサル大会の概要について 

 

１ 目的 

  三重とこわか国体の開催に備えて、競技会の運営能力の向上と市民の国体や競技

に対する機運の醸成を図るため、競技団体及び関係機関等と協力して開催します。 

 

２ 大会運営 

大会で使用する施設は、国体で使用する会場を充てることを原則とし、できる限

り国体と同じ条件により行います。 

 

３ 競技大会及び日程 

（１）ハンドボール競技リハーサル大会 

 

 

  日本ハンドボールリーグ（JHL）に所属していない社会人チームを対象として、全

国各ブロック予選を勝ち抜いたチーム及び開催地代表を加えた男子 32 チーム、女

子 16 チームが参加し、トーナメント方式で優勝を争う大会です。 

◆開催日時：2020 年７月 11 日（土）、12 日（日） 

◆開催場所：員弁運動公園体育館 

※ハンドボール競技は、鈴鹿市及び伊賀市と共催で行います。 

大会期間は、７月 11 日から 14 日までの４日間で、 

いなべ市では１回戦、２回戦の一部が開催されます。 

 

（２）自転車競技リハーサル大会 

 

 

  トラック・レースとロード･レースそれぞれの競技得点の合計により、都道府県

ごとの男子および女子の総合成績順位を決定します。 

ロード･レースでは交通規制された公道を、男子は約 90ｋｍ、女子は約 45ｋｍ走

行し、順位を競います。レースは、男子が先にスタートし、その後、女子がスター

トします。 

◆開催日時：2020 年９月 13 日（日） 

◆競技種目：個人ロード･レース 

◆開催場所：いなべ市特設ロードレースコース 

※自転車競技は、四日市市と共催で行います。 

 大会期間は、９月 11 日から 13 日までの３日間で、 

トラック・レースは 11 日、12 日に四日市競輪場で開催されます。 

第 25回ジャパンオープンハンドボールトーナメント 

第 55回全国都道府県対抗自転車競技大会 

第３号報告 



 



 
 

三重とこわか国体いなべ市輸送交通業務実施要項（案） 

 

１ 目 的  

  この要項は、三重とこわか国体いなべ市輸送交通基本計画に基づき、三重

とこわか国体（以下「国体」という。）における輸送交通業務の実施に万全

を期するため、必要な事項を定める。 

 

２ 実施方法  

  三重とこわか国体いなべ市実行委員会（以下「実行委員会」という。)は、

三重とこわか国体・三重とこわか大会実行委員会と相互に連絡調整を図ると

ともに、関係機関及び団体等の協力を得て、輸送交通業務を実施する。 

 

３ 輸送交通業務の一般的事項 

(1) 輸送対象者 

  ア 選手・監督 

イ 競技役員、競技補助員 

ウ 競技会役員、競技会係員、競技会補助員 

エ 報道関係者、視察員 

オ 一般観覧者 

カ その他、実行委員会が必要と認めた者 

 (2) 輸送交通業務の実施期間 

    輸送交通業務の実施期間は、原則として公式練習日を含む各競技の会期

中とする。ただし、競技の特別な事情から必要と認められる場合は別に期

間を定める。 

 (3) 輸送業務の範囲 

  ア 輸送業務の範囲は、競技会場、練習会場、集合地、宿舎及びその他国

体関連諸行事の会場等の相互間とする。 

  イ 実行委員会が車両を借り上げて行う輸送(以下「計画輸送」という。)

は、原則として近距離（概ね２キロメートル未満）は行わない。ただ

し、地域の交通事情等を勘案し、必要と認められる場合はこの限りでは

ない。 

 

４ 輸送交通業務の内容 

(1) 輸送業務の内容 

  ア 輸送計画の策定 

    各競技会にかかる輸送については、関係機関及び団体等の協力を得て、

輸送対象者、発着場所、発着時刻等を内容とする輸送計画を策定する。 

  イ 集合地の設定 

    輸送の効率化を図るため、必要に応じて関係機関及び団体等の協議の

上、集合地を設定する。 

  ウ 輸送経路の設定 

    輸送経路は、参加人員や時間帯等を考慮し、関係機関及び団体等と協

議の上、輸送経路を設定する。 

第１号議案 



 
 

  エ 誘導案内 

    宿舎及び競技会場への円滑な誘導案内のため、必要に応じて主要な駅

等に案内看板を設置する。 

  オ 広域配宿における輸送 

    広域配宿によって、いなべ市以外に所在する旅館等を選手・監督及び

役員等が宿舎として利用する場合の輸送を実施する。 

  カ 同一競技が２市町以上で行われる場合の輸送 

    同一競技が２市町以上で行われる場合の輸送は、関係会場地実行委員

会と協議の上、必要に応じて実施する。 

  キ 一般観覧者の輸送 

    一般観覧者の輸送が必要と思われる場合は、関係機関及び団体等の協

力を得て、適切な措置を講じる。 

  ク 乗降場の設置及び係員の配置 

    輸送対象者の利便性と安全のため、競技会場等内のバスの発着場所に

乗降場を設置し、必要に応じて係員を配置する。 

 (2) 輸送力の確保 

  ア 車両の確保 

    計画輸送のため、関係機関及び団体等の協力を得て、バスの必要台数

を確保する。 

  イ 臨時バスの運行等 

    臨時バスの運行が必要と認められる場合には、関係機関及び団体等に

対し、協力の要請を行うとともに、必要な措置を講じる。 

  ウ 予備車の確保 

    国体期間中は、予備車を準備して緊急時に備える。 

 

 (3) 交通業務の内容 

  ア 交通規制 

    各競技会の円滑な運営に万全を期するため、所轄警察署等の協力を得

て、必要に応じて競技会場周辺等における交通規制を実施する。 

  イ 交通案内 

    国体参加者及び一般観覧者が確実に目的地へ到着できるよう、関係機

関及び団体等と協議の上、必要に応じて競技会場周辺の主要箇所等に仮

設の案内看板等を設置する。 

  ウ 交通整理 

    競技会場周辺等における通行の安全及び混雑の防止のため、必要に応

じて係員等を配置し、交通の整理誘導を実施する。 

  エ 駐車場の確保 

    駐車場については、国体参加者及び一般観覧者等の車両台数を勘案し、

競技会場等の周辺に必要な駐車場を確保する。 

  オ 駐車場の管理運営 

    駐車場に係員等を配置し、車両の適切な誘導を行い、場内での事故防

止に努める。 

  カ 駐車許可証の交付 



 
 

    特に利用者を限定する必要がある特定の駐車場を利用する人に対して、

事前に駐車許可証を交付し、許可車両であることを明示することにより、

適切な車両誘導及び駐車場の円滑な管理運営を図る。 

 

５ その他 

 (1) この要項に定めるもののほか、輸送交通業務に関して必要な事項は、実

行委員会が別に定める。 

 (2) いなベ市で開催する競技別リハーサル大会についても、必要に応じてこ

の要項を準用する。 



 
 

三重とこわか国体いなべ市消防防災及び警備業務実施要項（案） 

 

１ 目的 

  この要項は、三重とこわか国体いなべ市消防防災及び警備基本計画に基づ

き、三重とこわか国体（以下「国体」という。）における消防防災及び警備

業務の実施に万全を期するため、必要な事項を定める。 

 

２ 実施方法  

  三重とこわか国体いなべ市実行委員会（以下「実行委員会」という。） 

は、三重とこわか国体・三重とこわか大会実行委員会と相互に連絡調整を図

るとともに、関係機関及び団体等の協力を得て、消防防災及び警備業務を実

施する。 

 

３ 消防防災及び警備業務の一般的事項 

 (1) 対象施設 

    競技会場、その他必要とされる場所とする。 

 (2) 実施期間 

  ア 国体開催前 

    国体開催までの必要な期間とする。 

  イ 国体開催期間中 

    いなべ市において開催される各競技会の公式練習日を含む競技会終了

までとする。 

 (3) 実施体制 

  ア 国体開催前 

    関係機関及び団体等との連携を図りながら、平常時の業務体制で行う。 

  イ 国体開催期間中 

    実施本部に、消防防災及び警備業務を統括する消防警備本部を設置す

るとともに必要に応じて、現地消防防災及び警備班を配置する。 

 

４ 消防防災業務 

 (1) 基本的事項 

    消防法等関係法令のほか、いなべ市地域防災計画及び各施設の消防計画

に定められた事項に基づき消防防災に取り組む。 

 (2) 消防防災業務の内容 

  ア 国体開催前 

   (ｱ) 対象施設における消防防災体制の確立 

   (ｲ) 対象施設における消防用設備及び水利等の点検整備 

   (ｳ) 防火防災意識の高揚と啓発活動の推進 

   (ｴ) その他必要な消防防災業務に関すること 

  イ 国体開催期間中 

   (ｱ) 対象施設における火災等の予防、警戒及び鎮圧 

   (ｲ) 対象施設における救急救助 
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   (ｳ) 対象施設における避難経路の確保及び避難誘導 

   (ｴ) 気象情報及び災害情報の収集と伝達 

   (ｵ) その他必要な消防防災業務に関すること 

 (3) 広域配宿に係る対応 

    広域配宿については、宿泊市町及び関係機関及び団体等と調整し対応す

る。 

 (4) 大規模災害等に係る対応 

    大規模災害が発生し、いなべ市災害対策本部が設置された場合は、当該

災害対策本部と連携し対応する。 

 

５ 警備業務 

 (1) 基本的事項 

    対象施設における雑踏事故及びその他事件、事故の防止に取り組む。 

 (2) 警備業務の内容 

  ア 国体開催前 

   (ｱ) 自主警備体制の確立 

   (ｲ) 通信体制の確立 

   (ｳ) 警備員等の人員確保と実地踏査の実施 

   (ｴ) 関係機関及び団体等との連絡協力体制の確立 

   (ｵ) その他必要な警備業務に関すること 

  イ 国体開催期間中 

   (ｱ) 国体関係者及び一般観覧者の案内及び誘導 

   (ｲ) 国体関係車両及び一般車両の案内、誘導及び交通整理 

   (ｳ) 駐車場利用状況の把握 

   (ｴ) 対象施設における雑踏警備の実施 

   (ｵ) 不審者、不審物の発見と適切な対応 

   (ｶ) 円滑な運営を妨害しようとする者への対応 

   (ｷ) 迷子、遺失物等への対応 

   (ｸ) その他必要な警備業務に関すること 

 

６ その他 

 (1) この要項に定めるもののほか、消防防災及び警備業務に関して必要な事

項は、実行委員会が別に定める。 

 (2) いなベ市で開催する競技別リハーサル大会についても、必要に応じてこ

の要項を準用する。 





 
 

三重とこわか国体いなべ市実行委員会組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

【実行委員会構成】 

会長（１人） 

副会長（６人） 

常任委員（30人） 

委員（44人） 

参与（30人） 

顧問（２人） 

監事（２人） 

合計 115 人 

【専門委員会】 

総務企画専門委員会 

（総合計画、広報及び市民運動、歓迎接伴 等） 

競技式典専門委員会 

（競技運営、競技施設及び関連施設の整備、開始式及び表彰式 等） 

宿泊衛生専門委員会 

（宿泊及び配宿計画、環境衛生及び食品衛生、医療救護 等） 

輸送交通専門委員会 

（輸送計画、交通及び駐車場、消防防災及び警備対策 等） 

（
国
体
推
進
室
） 

実
行
委
員
会
事
務
局 

総会 
【最高議決機関】 

競技会の開催運営に係る基本方針

等、会則の制定改廃、事業計画及

び事業報告、予算決算並びに重要

な事項等の審議及び議決 

常任委員会 
【決定機関】 

総会からの委任事項、緊急な事項、

専門委員会の設置及び専門委員会

への付託事項並びにその他必要事

項の審議及び決定 

専門委員会 
【調査機関】 

常任委員会からの付託事項及

び委任事項の調査審議並びに

常任事項の審議及び決定 

委任 報告 

報告 付託、委任 

※専門委員会については、 

必要に応じて随時設置 

参考資料１ 



三重とこわか国体いなべ市実行委員会会則 

 

第１章 総則 

（名称） 

第１条 本会は、三重とこわか国体いなべ市実行委員会（以下「実行委員会」という。）

と称する。 

（目的） 

第２条 実行委員会は、三重とこわか国体において、いなべ市で開催される競技会（以

下｢競技会｣という。）の円滑な運営に必要な事業を行うことを目的とする。 

（所掌事務） 

第３条 実行委員会は、前条の目的を達成するため、次の各号に掲げる事務を行う。 

(1) 競技会の開催に必要な方針及び計画の決定に関すること。 

(2) 競技会の開催に係る準備に関すること。 

(3) 競技会の開催に必要な施設及び設備の整備に関すること。 

(4) 競技会の開催及び準備のための経費に関すること。 

(5) 関係競技団体、関係団体及び関係機関との連絡調整に関すること。 

(6) その他実行委員会の目的達成に必要な事項に関すること。 

 

第２章 組織 

（組織） 

第４条 実行委員会は、会長及び委員をもって組織する。 

２ 委員は、次の各号に掲げる者のうちから会長が委嘱する。 

(1) いなべ市職員を代表する者 

(2) 市議会議員を代表する者 

(3) 関係競技団体、関係団体及び関係機関を代表する者 

(4) その他会長が特に必要と認める者 

（役員） 

第５条 実行委員会に次の各号に掲げる役員を置く。 

(1) 会長   １人 

(2) 副会長  ６人以内 

(3) 常任委員 40人以内 

(4) 監事   ２人 

（役員の選任） 

第６条 会長は、いなべ市長をもって充てる。 

２ 副会長及び常任委員は、総会の同意を得て、委員のうちから会長が委嘱する。 

３ 監事は、総会の同意を得て、会長が委嘱する。 

（役員の職務） 
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第７条 会長は、実行委員会を代表し、会務を総理する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は欠けたときは、あらかじ

め会長が指定した順序により、その職務を代理する。 

３ 常任委員は、常任委員会を構成し、第12条第７項に掲げる事項を審議する。 

４ 監事は、実行委員会の財務を監査する。 

（任期等） 

第８条 委員及び役員（以下「委員等」という。）の任期は、委嘱されたときから実行

委員会の目的が達成されたときまでとする。ただし、委員等が就任時におけるそれ

ぞれの所属団体又は所属機関の役職を離れたときは、その委員等は辞任したものと

みなし、その後任者が前任者の残任期間を務めるものとする。 

２ 会長は、委員等に特別な事情が生じたときは、その職を解き、必要に応じて補充

することができる。 

３ 会長は、前２項の規定により委員等に変更があった場合は、次の総会において報

告する。 

４ 委員等は、無報酬とする。 

（顧問及び参与） 

第９条 実行委員会に顧問及び参与を置くことができる。 

２ 顧問及び参与は、会長が委嘱する。 

３ 顧問は、会務の重要な事項について、会長の諮問に応じ助言を行う。 

４ 参与は、会長が必要と認める事項について、会長の諮問に応じ助言を行う。 

５ 顧問及び参与の任期等については、前条の規定を準用する。 

 

第３章 会議 

（会議の種類） 

第10条 実行委員会に、次の各号に掲げる会議を置く。 

(1) 総会 

(2) 常任委員会 

(3) 専門委員会 

（総会） 

第11条 総会は、会長及び委員をもって構成する。 

２ 総会は、必要に応じて会長が招集する。 

３ 総会の議長は、会長又は会長が指名した者がこれにあたる。 

４ 総会は、次の各号に掲げる事項について審議し、議決する。 

(1) 競技会の開催に係る基本方針に関すること。 

(2) 会則の制定及び改廃に関すること。 

(3) 事業計画及び事業報告に関すること。 

(4) 予算及び決算に関すること。 



(5) 常任委員会に委任する事項に関すること。 

(6) その他重要な事項に関すること。 

５ 総会は、委員の過半数の出席がなければ開催し、及び議決することはできない。

ただし、総会に出席できない委員は、あらかじめ通知された事項について、代理人

に権限を委任し、又は書面により議決に加わることができる。 

６ 総会の議事は、出席委員（代理人に権限を委任し、又は書面で議決に加わった者

を含む。）の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

（常任委員会） 

第12条 常任委員会は、会長、副会長及び常任委員をもって構成する。 

２ 委員長は、会長をもって充てる。 

３ 副委員長は、副会長のうちから会長が指名する。 

４ 常任委員会は、必要に応じ委員長が招集する。 

５ 常任委員会の議長は、委員長又は委員長が指名した者がこれに当たる。 

６ 委員長に事故があるとき、又は欠けたときは、副委員長がその職務を代理する。 

７ 常任委員会は、次の各号に掲げる事項について審議し、決定する。 

(1) 総会から委任された事項に関すること。 

(2) 総会を招集する時間的余裕がない緊急な事項に関すること。 

(3) 専門委員会への付託又は委任する事項に関すること。 

(4) その他委員長が必要と認める事項に関すること。 

８ 前条第５項及び第６項の規定は、常任委員会について準用する。 

９ 常任委員会は、第７項の規定により審議し、及び決定した事項並びに次条第３項

の規定により専門委員会から報告があった事項について必要に応じ次の総会に報

告するものとする。 

10 第８条の規定は、常任委員会の役員の任期等について準用する。 

（専門委員会） 

第13条 専門委員会は、会長が委嘱した専門委員をもって構成する。 

２ 専門委員会は、常任委員会から付託された事項について調査及び審議し、その結

果を常任委員会に報告しなければならない。 

３ 専門委員会は、常任委員会から委任された事項について審議決定し、その結果を

常任委員会に報告する。 

４ 前３項の規定に定めるもののほか、専門委員会に関し必要な事項は、常任委員会

に諮った上で、会長が別に定める。 

５ 第８条の規定は、専門委員会の役員の任期等について準用する。 

 

第４章 会長の専決処分 

（会長の専決処分） 

第14条 会長は、総会及び常任委員会（以下「総会等」という。）を招集する時間的余



裕がないと認めるとき、又は総会等の権限に属する事項で軽易なものについては、

これを専決処分することができる。 

２ 会長は、前項の規定により専決処分したときは、これを次の総会等において報告

し、その承認を得なければならない。 

 

第５章 事務局 

（事務局） 

第15条 実行委員会の事務を処理するため、事務局を置く。 

２ 事務局に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 

第６章 会計 

（経費） 

第16条 実行委員会の経費は、交付金その他の収入をもって充てる。 

（予算及び決算） 

第17条 実行委員会の収支予算は総会の議決により定め、収支決算は監事の監査を経

て総会の承認を得なければならない。 

（会計年度等） 

第18条 実行委員会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月31日までとする。 

２ 準備委員会の会計に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 

第７章 解散 

（解散） 

第19条 実行委員会は、第２条に規定する目的が達成されたときに、総会の議決を経

て解散するものとする。 

２ 実行委員会が解散するときに有する残余財産は、総会の議決を経て処分する。 

 

第８章 補則 

（委任） 

第20条 この会則に定めるもののほか、本会の運営に必要な事項は、会長が別に定め

る。 

 

附則 

１ この会則は、平成30年１月29日から施行する。 

２ 準備委員会の設立時の会計年度は、第18条の規定にかかわらず、施行の日から平

成30年３月31日までとする。 

 

   附則 



１ この会則は、平成30年10月２日から施行する。 

２ この会則の施行の際、現に第76回国民体育大会いなべ市準備委員会の委員、役員、

顧問、参与である者は、それぞれ実行委員会の委員、役員、顧問、参与に委嘱され

たものとみなす。 

 

 

 

 



平成30年10月２日実行委員会第1回総会 決定 

三重とこわか国体いなべ市実行委員会専門委員会規程 

 （趣旨） 

第１条 この規程は、三重とこわか国体いなべ市実行委員会会則第13条第４項の規定

に基づき、三重とこわか国体いなべ市実行委員会専門委員会（以下「専門委員会」

という。）の組織及び運営に関し、必要な事項を定めるものとする。 

 （名称等） 

第２条 専門委員会の名称並びに常任委員会からの付託事項及び委任事項は、別表の

とおりとする。 

 （役員） 

第３条 専門委員会に次の役員を置く。 

(1) 委員長 １人 

(2) 副委員長 若干名 

 （役員の選任） 

第４条 委員長及び副委員長は、専門委員のうちから三重とこわか国体いなべ市実行

委員会の会長（以下「会長」という。）が委嘱する。 

 （役員の職務） 

第５条 委員長は、専門委員会を代表し、会務を総理する。 

２ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき又は欠けたときは、あら

かじめ委員長が指名した副委員長が、その職務を代理する。 

 （会議） 

第６条 専門委員会は、必要に応じ委員長が招集する。 

２ 委員会の議長は、委員長又は委員長が指名した者がこれに当たる。 

３ 専門委員会は、委員の過半数の出席（あらかじめ通知された事項について、代

理人が出席した場合及び書面により議決権を行使する旨の書面の提出があった

場合を含む。）がなければ開会し、議決することはできない。 

４ 専門委員会の議事は、出席した専門委員（あらかじめ通知された事項について、

代理人が議決権を行使した委員及び書面により議決権を行使した委員を含む。）

の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

５ 専門委員会は必要があるときは、専門委員以外の者の出席を求め、その意見又

は説明を聞くことができる。 

 （専門部会） 

第７条 専門委員会は、運営上必要があるときは、専門部会を設けることができる｡ 

２ 専門部会は、会長が委嘱した者をもって構成する。 

３ 専門部会に関する事項は、委員長が定める。 

 （その他） 

第８条 この規程に定めるもののほか、専門委員会の運営に関し必要な事項は、委員

長が別に定める。 

 

附 則 

１ この規程は、平成30年10月２日から施行する。 
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別表（第２条関係） 

名   称 付 託 事 項 委 任 事 項 

総務企画 

専門委員会 

１ 総合計画に関すること。 

２ 広報及び市民運動に関する

こと。 

３ 歓迎接伴及び歓迎装飾に関

すること。 

４ 他の専門委員会に属さない

事項に関すること。 

１ 総合計画の実施に関するこ 

 と。 

２ 広報及び市民運動の実施に

関すること。 

３ 観光、接伴及び歓迎装飾の

実施に関すること。 

４ 他の専門委員会に属さない

事項の実施に関すること。 

競技式典 

専門委員会 

１ 競技運営に関すること。 

２ 競技施設及び関連施設の整

備に関すること。 

３ 開始式及び表彰式に関する

こと。 

４ 大会旗及び炬火イベントに

関すること。 

５ その他競技式典に関するこ 

 と。 

１ 競技運営の実施に関するこ 

 と。 

２ 競技施設及び関連施設の整

備の実施に関すること。 

３ 開始式及び表彰式の実施に

関すること。 

４ 大会旗及び炬火イベントの

実施に関すること。 

５ その他競技式典の実施に関

すること。 

宿泊衛生 

専門委員会 

１ 宿泊及び配宿計画に関する

こと。 

２ 環境衛生及び食品衛生に関

すること。 

３ 医療救護に関すること。 

４ その他宿泊衛生に関するこ 

 と。 

１ 宿泊及び配宿計画の実施に

関すること。 

２ 環境衛生及び食品衛生の実

施に関すること。 

３ 医療救護の実施に関するこ 

 と。 

４ その他宿泊衛生の実施に関

すること。 

輸送交通 

専門委員会 

１ 輸送計画に関すること。 

２ 交通及び駐車場対策に関す

ること。 

３ 消防防災及び警備対策に関

すること。 

４ その他輸送交通に関するこ 

 と。 

１ 輸送計画の実施に関するこ 

 と。 

２ 交通及び駐車場対策の実施

に関すること。 

３ 消防防災及び警備対策の実

施に関すること。 

４ その他輸送交通の実施に関

すること。 

 
 



 
 

平成 31 年 2 月 6 日 第 1 回輸送交通専門委員会 審議 

平成 31 年 4 月 17 日 第 1 回常任委員会 決定 

三重とこわか国体いなべ市輸送交通基本計画 
 
１ 目的 
  三重とこわか国体に参加する選手、監督、役員、視察員、報道員及び

その他の関係者（以下「大会参加者」という。）並びに一般観覧者の輸送

交通については、県の「輸送交通基本方針」及び「いなべ市開催推進総

合計画」に基づき、交通及び道路の状況等に十分配慮し、安全かつ効率

的な輸送を行うものとする。 
 

２ 内容 

 (1) 輸送対策 

  ア 輸送原則 

  輸送については、原則として既存の公共交通機関を利用し、料金は

自己負担とする。 

イ 計画輸送 

競技会場、練習会場及び宿泊施設間の公共交通機関の状況等から必

要と認められるときは計画輸送を行う。 

ウ 競技共催市町間の輸送 

  他市町と共催で行う競技関係者の輸送については、当該市町と協議

の上、定める。 

 

 (2) 交通対策 

  ア 交通規制 

  大会参加者関係車両の安全かつ円滑な運行を図るとともに、一般交

通に与える影響を最小限にとどめるため、所轄警察署等関係機関及び

団体等と協議の上、必要に応じて交通規制を行う。 

イ 交通の整理誘導 

  大会参加者関係車両及び一般観覧者車両の安全確保と目的地への

円滑な誘導を図るため、競技会場及び練習会場周辺道路等に案内標識

を掲出し、必要に応じて整理誘導員を配置する。 

ウ 駐車場の確保 

  競技会場、練習会場及びその周辺に必要な駐車場の確保に努め、必

要に応じて駐車場整理員を配置し、駐車場が遠隔地になるときは必要

な措置を講じる。 

 エ 交通環境整備 

大会期間中は、大会参加者等に対し、公共交通機関の利用を呼びか

けるとともに、市民に対しても渋滞の原因となる違法駐車の防止、自

家用車利用の自粛協力等交通環境整備のための啓発に努める。 
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平成 31 年 2 月 6 日 第 1 回輸送交通専門委員会 審議 

平成 31 年 4 月 17 日 第 1 回常任委員会 決定  
三重とこわか国体いなべ市消防防災及び警備基本計画 

 
１ 目的 
  三重とこわか国体（以下「大会」という。）における消防防災及び警備

対策については、県の「警備・消防防災基本方針」及び「いなべ市開催

推進総合計画」に基づき、関係機関及び団体等との緊密な連携のもとに、

消防防災及び警備体制の確立を図り、安全かつ円滑な大会運営が行われ

るよう万全を期する。 
 

２ 内容 

 (1) 消防防災対策 

  ア 競技会場、練習会場、宿泊施設及び沿道等（以下「競技会場等」

という。）の火災、その他の災害予防及び災害発生時における情報伝

達、避難誘導及び救急救助等に関する諸対策を講じる。 

  イ 大会期間中の火災、その他の災害の未然防止及び災害発生時の被

害の軽減を図るため、防火及び防災意識の高揚を図る。 

 

 (2) 警備対策 

  ア 競技会場等における雑踏事故及びその他の事故及び事件の防止を

重点とした適切な警備措置を講じる。 

  イ 大会期間中には、暴力事犯及び盗犯防止対策等の諸対策を推進し、

犯罪の予防に努める。 

 

 (3) 関係機関等との連絡調整 

    消防防災及び警備対策の円滑な推進を図るため、関係機関及び団体

等と緊密な連携を保つとともに、情報連絡体制を確立する。 
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